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１日（木） 歯科検診（全学年）
２日（金） 授業参観（５校時） 漢字検定（放課後）

学年学級ＰＴＡ 学校保健委員会
５日（月） 市教委訪問 小中合同研修会
７日（水） 性に関する指導（全学年）

第１回校区青少年育成懇談会
８日（木） 男女共同参画事業講座（３年）

１０日（土） 土曜授業
１５日（木） 朝の読み聞かせ
１６日（金） 市弁論大会 英語検定（放課後）
２０日（火） 終業式 地域生徒会 警察講話 大掃除

応援団結団式（放課後）

「自分も相手も大事～自尊感情を育む～」
校 長 吉坂 実

２年ぶりに開催された南薩地区中学校総合体育大会。昨年の先輩の
悔しい思いを胸にそれぞれの部活がチーム一丸となって試合に臨みま
した。私も応援にと会場に着くと生徒はもちろん保護者の皆様が朝早
くから送り迎えをして生徒以上に熱の入った応援をしてくださってい
ました。多くの方々の支えがあって一人一人が活動ができると思うと
感謝の気持ちでいっぱいです。
６月10日に本校で医学博士の高橋聡美先生をお招きし，「自分も大事。

相手も大事。自分を好きになるために」と題し講話をしていただきま
した。
その中で，人は一人では傷つかないし癒やされもしない。自分のこ

とで誰かを傷つけないことも大切。からだのキズは見えるが，心のキ
ズは見えない。その時に，誰かに言って治すこと（大人に３回まで続
ける）。また，自分の長所を常に意識しておくことが大切だとも教えて
いただきました。
さらに，保護者向けの講話では子どもを無条件に愛するのは親だけ

である。子どもの質問に対して①オウム返し ②詳しくたずねること
を優先し，最初にアドバイスをしてしまうとその子の背景が見取れな
くなること。最終的には子どもに自己決定させることが大事であるこ
と。また，褒められて高まる社会的自尊感情と認められたり失敗した
ときに支えてくれたりする基本的自尊感情（共有体験）の２つがバラ
ンスよく高まることが大切とも教えていただきました。最後に，誰も
がもっているレジリエンス＝困難な時に回復を促す力を信じて私たち
大人が子どもの自尊感情を育み，よりよい成長を支えていきたいもの
です。
さて，学校では一学期のまとめの時期に入ります。ご家庭でもこれ

までの行事や子どもの取組を振り返り家族で共有することで，子ども
自身が達成感を得てこれからの生活の原動力となることを願っていま
す。

６月２０日（日）に，
おやじの会による倉庫
修理が行われました。
当日はお天気にも恵

まれ，１７名のお父さ
ん方が倉庫の屋根葺き
や地ならしに汗を流し
ました。
暑い中での作業，あ

りがとうございました。

６月１０日（木）の５
校時には，髙橋聡美氏を
講師にお迎えして，「Ｓ
ＯＳの出し方講座」が行
われました。
『自分と相手を大事に

するために』をテーマに，
捉え方を変えてみるリフ
レ－ミングの考え方を学
ぶことが出来ました。

講座の様子

７月の主な行事等

タブレット端末の一斉指導

６月４日（金）の６校時には，体育館にてタブレット端
末の一斉指導が行われました。
タブレット端末を使用する際の注意点などの説明を聞い

たあと，各自のＩＤとパスワードを使って，ログインしま
した。デジタル教科書とタブレット端末は，授業のあらゆ
る場面での活用が期待されています。
生徒の皆さんがどんどん活用できるように，先生たちも

研修を積んで勉強していきたいです。

一斉指導の様子

６月１４日（月）に，
地区中体連の推戴式が
行われました。
男子バスケ・女子テ

ニス・野球・バドミン
トン・サッカー・女子
バレーの順に，決意の
言葉を述べ，生徒会代
表と学校長から激励の
言葉が送られました。

決意の言葉の発表

６月１２日（土）
の２・３校時には，
立神小学校の６年
生も参加して，校
内弁論大会が行わ
れました。
学級弁論大会か

ら選出された１０
名が，それぞれの
弁論を発表すると，
会場からは大きな
拍手がわき起こっ
ていました。
立神小学校の６年生も素晴らしい態度で，先輩たちの弁

論を真剣に聞いていました。
審査の結果，最優秀賞は２年１組の桑原瑛太さん「今日

が人生最後の日」，
優秀賞は１年１組の
楠彩由菜さん「身近
な人たち」と，同じ
く１年１組の吉元志
織さん「いじめをな
くそう」が選ばれま
した。
来月の市弁論大会

には，２年１組の桑
原瑛太さんと２年２
組の吉元愛理さん
が出場します。

発表の様子

立神小学校の６年生

使用するタブレット端末

校内弁論大会

中体連推戴式

ＳＯＳの出し方講座

おやじの会による倉庫修理

南薩地区中学校総合体育大会（６／１５～１７）

〔バドミントン部〕
男子 団体 準優勝 女子 団体 準優勝
男子 ダブルス 優 勝（鮫島 優斗・井上 煌太）
女子 ダブルス 準優勝（宮下 里珠・吉川 優羽）

３ 位（鮫島 愛奈・池上 蒼生）
男子 シングル 優 勝（井上 煌太）

準優勝（鮫島 優斗）
1･2年女子シングル 優 勝（田畑 杏樹）

準優勝（畑野 綾乃）
３ 位（馬場 優依）

〔野球部〕 優 勝

入賞おめでとうございます


